
あなたもチャレンジ！ 家庭菜園
種
の
発
芽
条
件
と
種
ま
き
の
こ
つ

表 1 　発芽適温の目安
　　　　　　　　10 度　　　20 度　 　30 度　　40 度

高
温
を
好
む
野
菜

トマト
ナス※

ピーマン
キュウリ
スイカ
メロン

カボチャ

低
温
が
適
す
る
野
菜

ハクサイ
キャベツ

ホウレンソウ
レタス

カリフラワー
ダイコン
ニンジン

※ナスは昼 16 時間、夜 8 時間の照明下
出典：タキイ種苗株式会社ウェブサイト「野菜なんでも百科」（一部改変）

発芽可能な温度
発芽適温

　　分類　　　 種類
好
光
性
種
子

アブラナ科 キャベツ類、カリフラワー、ブロッコリーなど
キク科 ゴボウ、レタス、シュンギク
セリ科 ミツバ、セロリ、ニンジン
シソ科 シソ

嫌
光
性
種
子

アブラナ科 ダイコン
ヒガンバナ科 ネギ、タマネギ、ニラ、リーキ

ナス科 トウガラシ、ナス、トマト

ウリ科 スイカ、カボチャ、ヘチマ、ユウガオ、
トウガン、キュウリ、シロウリ

出典：タキイ種苗株式会社ウェブサイト「タネの発芽不良の原因と対策」

表 2　 光と発芽の関係

　

発
芽
に
は
適
度
な
水
分
、
温
度
と
酸

素
が
必
要
で
、
種
類
に
よ
り
光
の
影
響
を

受
け
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
種
ま
き
の

こ
つ
を
つ
か
ん
で
野
菜
作
り
を
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
ょ
う
。

［
発
芽
の
三
要
素
と
光
］

（
１
）
水
分

　

発
芽
は
、
種
が
水
を
吸
う
こ
と
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
吸
水
量
は
種
類
に
よ
って

異
な
り
、
イ
ネ
科
の
種
は
重
さ
の
25
〜

30
%
を
吸
水
し
、
マ
メ
科
の
種
は
重
さ
の

80
〜
l
2
0
％
を
吸
水
し
て
発
芽
し
ま

す
。
吸
水
量
が
多
過
ぎ
て
も
少
な
過
ぎ

て
も
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。
硬
実
の
ニ
ガ
ウ

リ
、
オ
ク
ラ
な
ど
は
果
皮
が
水
を
通
し
に

く
い
の
で
、
ま
く
前
に
一
晩
水
に
浸
し
て

お
き
ま
す
。

（
2
）
温
度

　

多
く
の
野
菜
は
20
〜
25
度
が
発
芽
適

温
で
、30
度
程
度
の
高
温
を
好
む
も
の（
ナ

ス
・
ス
イ
カ
・
カ
ボ
チ
ャ
な
ど
）
や
15
〜
20

度
の
低
温
が
適
す
る
も
の
（
レ
タ
ス
・
ホ
ウ

レ
ン
ソ
ウ
な
ど
）
が
あ
り
ま
す
（
表
1
）。

（
3
）
酸
素

　

発
芽
は
呼
吸
を
伴
う
た
め
、
十
分
な

酸
素
が
必
要
で
す
。
種
が
土
中
深
く
に

埋
も
れ
た
り
、
水
没
す
る
と
酸
素
不
足

と
な
り
、
発
芽
が
悪
く
な
り
ま
す
。

（
4
）
光

　

光
が
必
要
な
好
光
性
種
子
に
は
レ
タ
ス

な
ど
の
キ
ク
科
野
菜
や
ミ
ツ
バ
な
ど
の
セ
リ

科
、
暗
黒
で
発
芽
の
良
い
嫌
光
性
種
子
に

は
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
科
・
ナ
ス
科
・
ウ
リ
科
野
菜

な
ど
が
あ
り
ま
す
（
表
2
）。

［
種
ま
き
の
こ
つ
］

（
１
）
新
し
い
種
を
使
う

　

種
袋
に
は
発
芽
率
や
有
効
期
限
が
表
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
古
い
種
ほ
ど
発
芽
能
力

が
落
ち
る
の
で
、
新
し
い
種
を
使
い
ま
し
ょ

う
。

（
2
）
ま
き
床
を
均
平
に

　

ま
き
床
に
で
こ
ぼ
こ
が
あ
る
と
、
種
が

土
に
埋
ま
る
深
さ
や
土
の
乾
湿
に
む
ら
が

出
る
の
で
、
板
切
れ
な
ど
で
土
を
平
ら
に

し
ま
す
。

（
3
）
ま
く
量
が
多
過
ぎ
な
い

　

種
袋
の
種
を
全
て
使
い
切
っ
て
し
ま
お

う
と
す
る
と
、
ついつい
厚
ま
き
に
な
り
が

ち
で
す
。
こ
う
な
る
と
間
引
き
の
手
間
が

増
え
ま
す
。
間
引
き
の
遅
れ
は
株
立
ち

の
密
生
を
招
き
、
株
が
ヒ
ョロ
ヒ
ョロ
に
伸

び
て
し
ま
い
ま
す
。

（
4
）
覆
土
が
厚
過
ぎ
な
い

　

種
の
直
径
の
3
倍
程
度
に
土
を
か
ぶ
せ

る
の
が
標
準
で
す
。
好
光
性
種
子
は
種

が
隠
れ
る
程
度
に
覆
土
を
浅
く
し
ま
す
。

覆
土
の
後
は
手
で
軽
く
上
を
押
し
付
け
て

鎮
圧
し
種
と
土
が
密
着
す
る
よ
う
に
し

ま
す
（
図
1
）。

（
5
）
発
芽
ま
で
は
乾
燥
さ
せ
な
い

　

種
は
水
を
含
む
と
直
ち
に
活
動
を
始

め
ま
す
の
で
、
発
芽
ま
で
の
灌
水
は
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
発
芽
後
は
灌
水（
か
ん
す
い
）

を
控
え
め
に
し
て
、
し
っ
か
り
し
た
苗
に

仕
上
げ
ま
す
（
図
2
）。

図 1　鎮圧
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果
樹 12 月・1 月の柑橘園管理 原口　悠貴

下島営農指導センター
080-2725-7775

果　樹

１．病害虫防除
品種 対象病害虫 防除時期 農薬名 希釈倍数

温　　州 越冬害虫 12/ 下～ 1 月 / 中 ハーベストオイル ６０倍

中　晩　柑 貯蔵病害 収穫前※ ベフトップジンフロアブル １,５００倍

２．樹勢回復対策

○収穫が終わった品種ではまず十分にかん水を行い、その後チッ素主体の葉面散布で樹勢回復対策を行いましょう。

資材名 使用倍数
又は袋数 備　考

葉面散布
（Ｎ主体）

尿素　又は　神協スピリッツ
又は　ニューアミノジューシーＮ 14 500 倍

いずれかを使用し、収穫後３回以上集中
散布を行いましょう。

施　肥 ハイヤ 1 号 ４袋／ 10a 温州みかん対象

　

花　卉花
卉 花しみ（灰色かび病）対策 吉澤　　清

下島営農指導センター
080-1774-5386

１．病害虫の発生の原理
　病害虫の発生には病害
虫（主因）の有無、植物
の状態（素因）、栽培環
境（誘因）が関わっており、
この３要因が揃うことで多
発生します（図１）。逆に、
いずれか一つでも要因を取り除くことで、病害虫の発生を
少なく抑えることができます。
　栽培環境（誘因）を取り除く観点で、結露を防ぐこと
が重要です（図 2）。結露により生じた水滴で植物が濡
れると病害の発生を助長します。

　湿度を下げる方法としては換気や夜温の設定温度を上
げる、などがあります。
　また、循環扇等で空気を循環させることで、結露しにくく
することもできます。

～防除のポイント～
①定期的な薬剤散布
　発生の多い作型では予防散布
②湿度を下げる管理
　換気と暖房機を活用

図１.病害虫発生の３要因

図２.結露の仕組み

（県の試験結果から引用）
夜温が高いと花シミは少なく、品質は向上します。

収穫時開花小花のハナシミ発生率

ハ
ナ
シ
ミ
発
生
小
花
率（
％
）

飽
和
水
蒸
気
量

水蒸気量
20g/m3

水蒸気量
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20

40

60

80

100

収穫時 ハナシミ
誘発処理後

生け花
１日後

18℃
15℃
13℃

10℃

25℃
飽和水蒸気量：23g/m3

15℃
飽和水蒸気量：13g/m3

飽和水蒸気量を超えた分が水
滴となって現れる
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